
 

 

出 張 報 告 

報告日  令和４（２０２２）年９月２０日 

会 派 名  公明党 

報告者氏名 若井 恵子、真貝 維義 

種 別 ☑調査研究（□行政視察）  □研修会  □要請・陳情  □各種会議 

用 務 苫小牧ＣＣＳ大規模実証試験視察 

日 時 令和４年７月２７日（水） 14：30 ～ 15：30  

場 所 

（会場） 
苫小牧ＣＣＳ大規模実証試験（北海道苫小牧市真砂町 12） 

調査項目等 

ＣＣＳ（ＣＯ２を回収し貯留する技術）実証実験事業 

 

 

概 要 「ＣＣＳ」とは、「Carbon dioxide Capture and Storage」の略で、日本語

では「二酸化炭素回収・貯留」技術とされている。発電所や化学工場などの産

業活動から排出されたＣＯ２を、ほかの気体から分離して集め、地中深くに貯

留・圧入するという。 

苫小牧ＣＣＳ大規模実証試験は、実用規模でのＣＣＳ実証を目的として、経

済産業省、国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（ＮＥＤＯ）

が中心となり、2012 年度から設備建設を始めた。苫小牧ＣＣＳの場合、製油

所の水素製造設備から供給されるＣＯ２を含むガスを、隣接するＣＯ２分離・

回収／圧入設備までパイプラインで輸送。その後、そのガスからＣＯ２を分

離・回収して、海岸から３～４km 離れた海底下の貯留層へ圧入・貯留を行っ

た。 

2016年４月からは、累計 30万トンを目指して、ＣＯ２を苫小牧港の港湾区

域内の海底下約 1,000ｍの地層へ圧入を開始するとともに、圧入中のモニタリ

ングを開始した。モニタリングでは、圧入したＣＯ２の挙動の把握、微小振動

や自然地震の常時観測、そして海洋環境調査等を通じて、ＣＯ２の漏出がない

ことなどを監視している。2019年 11月 22日にＣＯ２圧入量が目標の 30万ト

ンに達したため、圧入を停止したが、モニタリングは圧入停止後も継続してい

る。 

 

 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所 感 等  ・ 2018年７月、日本政府は、「第５次エネルギー基本計画」において、2020

年 10 月に 2050 年カーボンニュートラルを宣言した。「第５次エネルギー基

本計画」においては、2020 年ごろのＣＣＵＳの実用化を目指した研究開発

や、国際機関との連携を進めることが明記されている。 

 苫小牧ＣＣＳは、日本初の大規模な実証試験であるが、技術的には、石油

の掘削技術などと同じであり、日本の得意とする分野で確立された技術であ

ることが理解できた。柏崎市においては、株式会社ＩＮＰＥＸが、ＣＣＳま

たＣＣＵＳの実験を行うとのことであるが、国際法で海底埋設しかできない

説明があった。株式会社ＩＮＰＥＸの実験の動向が気になるところである。 

 柏崎地域は、油田の井戸がある。石油回収増進法があるが、これは石油の

増産を目的にＣＯ２を油田層に圧入する方法で、既に 1970 年代に米国で実

用化されている。地層の科学的な調査は必要ではあるが、柏崎地域はＣＣＳ

の候補地に成りうるのではないかと考える。柏崎市は、2035 年のカーボン

ニュートラルを目標にしているが、ＣＯ２の排出削減のみならずＣＣＳの可

能性にも取り組むべきである。（真貝） 

 

・2015 年にフランスで開催されたＣＯＰ２１では、世界のすべての参加国が

今世紀後半に人為的な温室効果ガスの排出と吸収を均衡させる長期目標が

合意された。向こう数十年の間に二酸化炭素、温室効果ガスの排出が大幅に

減少しない限り、21 世紀中に地球温暖化は大きく進むと警告がなされてい

る。 

 すでに地球温暖化による様々な影響が世界で起こっており、日本において

は 2012 年度より二酸化炭素排出を減らすための対策としてのＣＣＳ実証プ

ロジェクトが始動した。今回、日本初のＣＣＳプロジェクトの取り組みを現

地で視察し、目標であったＣＯ２圧入の３０万トンを達成し、その後もモニ

タリングを継続していること、ＣＣＳが安全、安心できるシステムであるこ

とを確認することができた。今後、ＣＣＳ実用化に向けた取り組みは課題が

多いとは思うが、期待したい。（若井） 

 
 


